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１．研究計画の概要 
 
(1) 非線形シュレディンガー方程式の初期値
問題における解の構成および解の非適切性
について研究する。特に低い指数をもつソボ
レフ空間における解の性質に焦点を当てる。 
 
(2) 非線形シュレディンガー方程式の初期値
問題における解の漸近挙動について研究す
る。時間大域的に存在する解に対して、大き
な時刻において非線形効果が解の素性に与
える影響を陽的に明示する。そして，有限時
刻で爆発する解に対して、初期データの情報
を用いて爆発時刻の評価を得ることを目標
とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 初期データがδ関数（あるいは台の異な
るδ関数の和）で与えられている場合に、解
の存在を示すことができた。さらに、初期デ
ータがδ関数の和で与えられているときに
は、非線形性による「モードの生成」が生じ
ることを示すこともできた。残る課題のうち
一つ目として、存在が示された上記の解が何
らかの関数空間で一意的に存在するのか否
かを解明することが挙げられる。二つ目の課
題として、初期データの属する関数空間をも
っと広げて解の存在を示すことが挙げられ
る。そして、三つ目の課題として、解の一意
性の証明が難しくても、その安定性が崩れる
のか否か（非適切性）の解明が挙げられる。 
 
(2) これまで非線形シュレディンガー方程式
の解の挙動に関する既知の性質は、非線形項
の係数が実数の場合で調べられることが多

かった。しかし、本研究ではより一般的な複
素係数のもとで解の挙動を解明することが
できた。複素係数の虚部の物理的な意味とし
て、負の虚部については非線形的なエネルギ
ー損失を表わし、正の虚部についてはパルス
の非線形的増幅効果を表わしている。以下、
研究成果について具体的に説明する。係数が
負の虚部をもつ場合には、非線形シュレディ
ンガー方程式の時間大域的な解の減衰オー
ダーを特定できた。この結果は、係数の虚部
に制限を設けない場合には、データのサイズ
を小さく設定することで証明できた。係数の
虚部が実部に比べて大きければ、任意の大き
さをもつデータに対して、時間大域解の減衰
オーダーを特定することが可能である。そし
て、正の虚部をもつ場合には、初期データの
大きさが小さくても、有限時刻で波の振幅が
無限大に発散するような解を構成すること
ができた。ただし、この結果は係数の虚部に
ある程度の大きさを課す条件の下で成り立
つものである。今後の課題としては、係数の
虚部の大きさを外して（それが無理なら“緩
めて”）、大きなデータに対する時間大域解の
減衰オーダーの特定、および爆発解の存在を
証明することなどが挙げられる。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 

 その理由として、大学における講義やセミ
ナーなどの教育活動、および組織運営に関わ
る活動に忙殺されていることが挙げられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 研究成果を論文の体裁にまとめる作業を
効率化する。そのために、他大学の研究者に



本科研費による研究内容を積極的に照会し、
共同作業によって論文化するように努める。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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